
23pWJ-3
TES型X線マイクロカロリメータの開発 (IV)

－希釈冷凍機内の SQUID読み出し系構築－

影井智宏、大橋隆哉、山崎典子、石崎欣尚、久志野彰寛、広池哲平 (都立大)

宮崎利行、満田和久、藤本龍一、伊予本 直子、大島泰、山崎正裕、二元和朗 (宇宙研)

庄子習一、工藤寛之、横山雄一 (早大理工)

Development of superconducting transition-edge X-ray

microcalorimetors(IV)

－ construction of a read-out system using SQUID in dilution refrigerator－

Tomohiro Kagei, Takaya Ohashi, Noriko Yamasaki, Yoshitaka Ishisaki, Akihiro Kushino,

Teppei Hiroike(Tokyo Metropolitan University), Toshiyuki Miyazaki, Kazuhisa Mituda,

Ryuichi Fujimoto, Naoko Iyomoto, Yasushi Oshima, Masahiro Yamazaki, Kazuo

Futamoto(Institute of Space and Astronautical Science), Shuichi Shoji, Hiroyuki Kudo,

Yuichi Yokoyama(Waseda University)

我々のグループは TES型 X線マイクロカロリメータシステムの開発を行っている。 X線

マイクロカロリメータのエネルギー分解能の限界値は素子自体のフォノン数のゆらぎで決ま

り極低温で非常に優れた性能を発揮する。しかし、その性能を十分に発揮するためには極低

温に到達可能な冷凍機と高感度読み出し系の構築が必要不可欠となる。そこで我々は冷凍機

には、冷却能力が非常に高い希釈冷凍機を用い、また読み出し系には低インピーダンスかつ

低ノイズである高感度電流アンプである dc- SQUIDを用いて TESカロリメータの特性評

価を行っている。

今回我々が使用した TESカロリメータは、厚さ 100 nmの Tiの上に、厚さ 80 nmの Au

を重ねた二層薄膜 Ti-Au TESを、マイクロマシーニングを用いて加工した 1 mm×1 mm

×20 µmのシリコンピクセルに組み込んだものである。この素子を希釈冷凍機に組み込ん

で、その R-T特性を調べた結果、転移温度 Tc ∼635 mK、転移幅∆Tc ∼275 mKであるこ

とが分かった。また、 176 mKにおける感度

α(≡ dlnR/d lnT )は∼12であり、このとき
のエネルギー分解能を見積もると∼2eVとな
る。そこで、希釈冷凍機に SQUIDとこのカ

ロリーメータ素子を組み込み、 TESを 150-

180 mKで動作させた結果、 5.9 keVの X線

の検出に成功した (図 1)。しかし、そのエネ

ルギー分解能は∼700 eVと十分な値を得るこ
とができなかった。これは、冷凍器内の温度

ドリフトや、素子自体の性能によるものだと

考えられる。
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図 1: 取得されたパルス


